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〇 クラスの莢と 心皮の數 について （前川文夫） • 、、 

, 

Fumio MAEKAWA : The Sophora pod composed o*f four carpels. 

マメ科の果實卽ち莢は 2 心皮が左右より合着した■ものというのが定說である 0 實際ェ 
ソドウやダイブの莢め裂開をみるとさう見える。禪和 2G、 年夏標本を片付けていてグラ 
ラ .(So ： phGr：i angusUfolia S.et Z. ) の黑變しだ莢がばらばらになつているのを見出し， 
二心皮說への疑問となつた。それから野外で注意してみるとたしかに4つの部分に分解 
する©である。.裂開ではなくて分解といつた方が穩當な樣式になる d である。通常先端 
と基脚とが細く尖つた長さべ^ cm 位の不規則の.くびれのある莢になるが，熟するにつ 
れて上下兩'端を殘して先づ種子のついていない方の稼が幅ひ今くはづれて來る。その緣 
は不規則の鋸目を呈し，もとは堅く側壁についていたから，側壁©外側にはそのあとが 
はつきり殘つセ•いることほ丁度リウ 1 fe' ツランの葉が鋸歯のあとを內部の葉©裏に刻印し 
たのと同じ樣である，乾くにつれてこの緣は左右に擴がるから，宛然破れ色蕉の如くに 
なる。これにやゞ後れて種子の附着する方の棱も亦廣い側壁を持つたま乂はづれて來る 
ので果實は上下ではつ2いた途中は透間の出來た形態になる。.側壁の兩緣はよく.みる'と/ 
種子■のついてい'た稼の 1 內側及びその反對侧の棱の內働にスナツプで狎してとめた樣に:密 
着していたも©であることは，その緣から一寸入つた處をへりに沿つて凹みが一列なら 
んでい.ることでうなづける。卽ち兩稼はそのひろい兩緣で內側の側壁を外側から抱きか 
\へており，內側の側壁はその兩緣でしつかりと兩稜の內側に押してとめたようになつ 
ている。この癒着面が熟したことで再吏分離 L て来たのだと見られる：從つて心皮は內 
側に.2個これは不實性で左右の側壁をなし，次に外側に2個，これば上記のものと十字 
型排列をなレて，その兩緣は內側の2心皮を蔽ぃ，しかもその內の一つは內面中肋上に 
2列の胎座をつけていて，全部で 4 枚が1室を形成するものである。 

ェンドウやダイヴではこの外側心皮が單なる維管束しかない程に細ぃために裂開に際. 
しては內側心皮の南緣に機械的に裂けてつV、て行くのではないがとも見られる s ■詳細は 
維管束の'走行から追求せねばならぬが，とりあへずマメ科中の異常な莢の例としてこの 
事實を報告し，マメ科の莢が 4 心皮よ，りなる蓋然性を認める。 
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